
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

施策展開

３－（１）経済構造の転換　イ（ア）地域資源の活用

3 4 達成

県内の国指定伝統的工芸品について一般にPRする。展示会等への出展産地：3産地

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

-

684

伝統的工芸品産業の振興に関する法律による指定を受けた伝統的工芸品等の産地の振興を図る。

伝統的工芸品月間中に開催される催事への県内産地の参加の為、当該催事の経費の一部を負担する。

709 684

合計（A) 709
3

29年度

当初予算 709

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目

事業番号 07 04 18 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 伝統工芸品支援事業費 担
当
課

部局 産業労働部

課・局・室 ものづくり振興課

６　信州ブランドの確立 実施期間 S60 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

当事業は国指定伝統的工芸品等の産地の支援を目的に関係都府県市が連携して行うもの。当
県にも産地があり支援が必要。

総合５か年
計画

プロジェクト  ６－５－４　誇りある暮らし実現 E-mail mono@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
２ー１　魅力ある地域の創造と発信

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針 ３－１　活力と循環の信州経済の創出　４－５　信州創生を担う人材の確保・育成

H29

（当初） （決算） （当初）

伝統的工芸品月間事業負担金 負担金

全国の都府県により開催される伝統的工芸品月間国
民会議全国大会・関東地区大会へ長野県から４産地
(木曽漆器、飯山仏壇、松本家具、南木曾ろくろ細工）
が出展

709 709 684

実施方法 H28事業実績
H28

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

展示会等出展
産地数（産地）

成果目標の達成状況

項目 H26末

3

合計 709 709

補正予算

Aの
財源

709 684

0 0 0

709 709 684

概　算
人件費

0.02 0.02 0.02

166

709 709

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

展示会に向けて、既存製品のブラッシュアップや新製品開発の意欲を増進するとともに、出展産地の情報発信への支援にも取り組む。

目標に対
する成果
の状況

展示会等に出展した産地数は目標を超えた。来場者に長野県の多様な工芸品をPRすることができた。

 概算事業費（B（A）+C） 875 867 842

158 158

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

- 18 -

mailto:mono@pref.nagano.lg.jp

